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1.はじめに 

中部大学工学部一年次の学生を対象にした創造理工学実験Ⅰ・Ⅱは，これまでに 30 年余の伝統を持つ

工学基礎実験に代わり，大学入学までに十分な実験の経験を持たない学生であっても，興味を持って実験

を行い，ものづくりが体験できるようにと考えて，2013年度に新たに導入した基礎実験科目である。Ⅰは

工学部全学科必須（今学期810名）で，春学期に実施し，Ⅱは一部選択（昨年度415名）で，秋学期に実

施している。Ⅰは実験教育のスタートアップという位置付けで，基礎的な実験を経験させることに主眼を

置いている。一方，Ⅱでは基本的な測定器の使い方や測定値の処理法を学習した後，総合力を養うテーマ

実験を実施し，従来の工学基礎実験が果たしてきた専門実験への橋渡しを担うものとなっている。 

今回は，上に述べた科目のうちのデジタル技術教材の改良について発表する。 

2.デジタル技術教材 

当科目の実験教材は，現在のところ，ほとんどがアナログ技術に関するものであり，デジタル技術に関

するものとしては，Ⅰの「論理回路の実験（基礎）」による導入と，Ⅱのテーマ実験の「論理回路の実験（応

用）」,「（Z80マイコンを用いた）コンピューターの作動原理」，「（ブレッドボードと Z80マイコンを用い

た）A/D変換とマイクロコンピューターによるデータ処理」の3テーマだけである。これらの中で，最後

のテーマだけが，アナログとデジタルの関係を理解させる唯一の教材となっている。 

そこで「A/D変換とマイクロコンピューターによるデータ処理」の「A/D変換」と「マイクロコンピュ

ーター」を切り離し，（1）デジタル出力表示をLEDに変更し，ブレッドボード上に作製しなければならな

い回路をA/D変換の部分に絞り込んで，回路の製作にかかる時間の短縮を図った。また，（2）A/D変換回

路の出力にD/A変換回路を接続して，A/D変換とD/A変換の実験が同時にできるように改良した。 

上に述べた改良のうちの（1）に関しては平成29年3月の第63回応用物理学会春季大会で発表した。こ

こでは，（2）のA/D変換回路とD/A変換回路とを組み合わせた実験回路に

ついて説明する。 

3.A/D-D/A変換実験回路 

今回開発したD/A変換回路は，図1に示すように，これまでに開発して

きたA/D変換回路に，たった 1個のA/D変換素子AD557（8bit DAC，ア

ナログ出力電圧0.00～2.56V，アナログデバイス社製）を加えただけのもの

である。したがって，D/A変換部分を追加したためにかかる回路の製作時

間は授業の実施上問題にならない程度である。 

この改良で，入・出力アナログ電圧とLEDの点灯パタンを記録させ，比

較検討することで，A/D変換とD/A変換が同時に学習できる実験教材とな

った。なお，量子化の特徴を際立たせるため，不安定なスイッチング電源

の代わりに9 Vの乾電池を用いて安定化を図っているが，測定時間が長引

くと，電池の容量不足で，電源電圧が低下するという点が未解決である。 

図1.  A/D-D/A変換回路図 
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